
この度、2020 年度の競輪の補助を受けて、以下の事業を完了しました。

福祉車両の整備により、利用者様の送迎や入所者様の通院の際、安全かつ快適な送迎に努めると

とも、機能訓練外出などの実施により心身機能の維持・向上を図れるようにしていきます。また、

地域で生活を送られている高齢者様に対しても、「その人らしく生きられるように」支援してま

いります。

事業完了の報告と共に、ご協力いただきました公益財団法人 JKA 様に謹んでお礼申し上げます。

記

事業名 2020 年度競輪補助事業における福祉車両の整備

事業内容 福祉車両 （車いす使用［リフト式］）の整備

トヨタ ハイエース（車いす 2名+8名） １台

事業総額 3,750,000 円

補助金 1,725,000 円

法人名称 社会福祉法人 松園福祉会

法人所在地 岡山県倉敷市玉島勇崎１０４４

完了年月日 令和２年９月１８日

社会福祉法人 松園福祉会

理事長 中塚 周一

以上
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整 理 番 号 2020P-188

補 助 事 業 名 2020年度 福祉車両の整備 補助事業

補助事業者名 社会福祉法人 松園福祉会

１ 補助事業の概要

（１）事業の目的

車両の整備により、安全かつ快適な送迎を行う事が出来、機能訓練外出などの実施

により、心身機能の維持・向上を図るようにしていく。

地域に住んでいる独居の高齢者を地域コミュニティへ送迎支援を行うと共に、

災害発生後、自力で避難をする事が困難な方に対しての避難の手伝いを行う事を目

的とする。

（２）実施内容

移送車３［車いす使用 リフト式］ https://www.asunaro.or.jp/（URL）

２ 予想される事業実施効果

デイサービス・ショートステイの利用者の受け入れ促進と、機能訓練外出等で活用

し、利用者の心身機能の維持・向上を図る。

地域に住む外出頻度の少ない高齢者を、高齢者支援センターが開催する集いの場に

送迎をしたり、災害発生時に自力で非難をすることが困難な方に対して避難の手伝い

をして、「地域で人が人らしく生きる」ために支援をしていく。
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３ 印刷物等

本事業に係わる印刷物等

・あすなろ園デイサービスセンター発行 「しあわせだより 令和2年10月号」

・社会福祉法人 松園福祉会

特別養護老人ホームあすなろ園 家族会発行「あすなろだより vol.50」12月15日発行

４ 事業内容についての問い合わせ先

団 体 名： 社会福祉法人 松園福祉会（ショウエンフクシカイ）

住 所： 〒713-8125

岡山県倉敷市玉島勇崎1044

代 表 者： 理事長 中塚 周一（ナカツカ シュウイチ）

担 当 部 署： 特別養護老人ホーム あすなろ園

担 当 者 名： 生活相談員 横溝 孝志 （ヨコミゾ タカシ）

電 話 番 号： 086-528-3110

F A X： 086-528-3255

E - m a i l： info-a@asunaro.or.jp

U R L： http://www.asunaro.or.jp



公益財団法人 JKA 「2020年度福祉車両の整備補助事業」における

自己評価報告書

開催日時 令和 2年 11月 16日

場所 社会福祉法人松園福祉会 特別養護老人ホームあすなろ園

面接室

参加者 園長、勇崎デイサービスセンター長、ショートステイ生活相談員

運行管理者（運転手）、利用者

１．導入に至った経緯と課程

送迎車のリフトの不具合により、車椅子が必要な利用者の送迎に時間を要し

たり、修理の間、小型車両での送迎を余儀なくなったことにより、サービス

提供開始時間の遅れや、外出の機会の減少といった課題があった。

令和２年９月１８日に納車を行い、翌日から送迎に使用開始した。

２．運行件数

運行日数 利用者総数 ※1 利用回数 ※2 運行距離

9/19 ～

10/19
26日 382人 44回 650

※1 運転手・介助職員は含めず

※2 送迎は、往路、復路それぞれ 1回とカウント（1往復で 2回）

３．広報活動

・デイサービス便り（令和 2年 10月発刊）

・法人・家族会発刊の広報誌（令和 2年 12月発刊）

・ホームページ

に掲載して、周知した。

４．利用者評価

「新しいのは静かで乗り心地が良い」「前のに比べて(エンジン音が)静かでよい」

と言った声が多くあった。

５．職員評価

「リフトの不具合がなく、スムーズで使いやすい」「（以前の車両と比べて）

ハンドル操作がしやすく、バックカメラなどの安全装備もあり運転しやすい」

といった意見があった。


